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2Ⅲ鷺存窒息蓋 11.5±1.6（４）19.2±1.2＊（20） （４）（４）208.8±３１．６､211.7±17.9 Ｊｊ４０２くく＊９７３１＋｜＋’８１９１２
（）：方形区数
.：０．０５〉ｐ〉0.01,…：ｐ〈0.01.
ヒヌマイトトンボの成虫の出現数がピークに向かいはじめる６月中旬のヨシの方形区あたりの稗密度
は２００３年の既存生息地で２１．３本だった（表2)。創出地の密度は１７．８本と低く、前年の枯死桿もない
ため、群落の相観としてはかなりまばらな印象を与えている。芽生えた桿も細く、既存生息地の方形区
あたりの桿の断面積が470.1ｍｍ2だったのに対し、創出地は215.1ｍｍ2にすぎなかった。この結果、
創出地の相対照度（64.9％）は既存生息地（15.9％）より高くなり、創出地の群落下部はかなり明るかっ
たことがわかる。この明るさはヒヌマイトトンボ成虫の好適な生息環境とはいいがたい。２００３年１１月
に行なった幼虫採集調査では、既存生息地から離れた創出地内南側の底質からヒヌマイトトンボの幼虫
が２頭採集されて、成虫が創出地の内部へ飛来し産卵したことがわかったものの、開放的な環境に生`息
するアオモンイトトンボが大量に侵入してしまった。（松浦。渡辺2004)。この種の幼虫はヒヌマイト
トンボと同等の塩分耐性をもち（岩田。渡辺2004)、幼虫時代も成虫時代もヒヌマイトトンボの天敵で
－／－
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ある（広瀬・小菅1979)。しかし、2004年の桿密度は創出地の方が有意に高くなり、稗の断面積は既存
生息地と同程度になった。その上、2004年の創出地における前年の枯死桿が方形区あたり２１．１本残存
していた（既存生息地は９．８本)。この結果はヨシ群落下部に差し込む直射曰光の量を制限し、創出地
の相対照度（１５．３％）は既存生息地（24.9％）よりもむしろ低くなった。したがって、２００４年の創出
地のヨシ群落はヒヌマイトトンボの天敵である開放的な環境を好む蜻蛉目成虫の侵入を妨げる構造となっ
たと考えられる。汽水域は、一般に、昆虫の生息にとって厳しい環境である（たとえばHobacketaL
2000)。したがって、創出後の２年間、塩分を既存生息地と同等に保って、塩分耐I性の低い種の幼虫を
排除すると共に、地上部のヨシを密生させたことで、本創出地はヒヌマイトトンボにとって良好な生息
場所を提供するようになったと考えられた。
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